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討. ワークショップ; 強皮症・MCTD・重複症候群-1. 第 66回日本リウマ学会総会・学

術集会. 2022年 4月 25-27日; 横浜. 

9 妹尾高宏, 和田 誠, 河野正孝, 川人 豊. 胸膜炎と単関節炎で発症した乾癬性関節炎

の 1例. ワークショップ; 脊椎関節炎. 第 37回日本臨床リウマチ学会. 2022年 10月

29-30日; 北海道. 



10 藤井 渉, 平野愛子, 阪下 暁, 辻 泰佑, 平岡範也, 今林達哉, 金子美子, 髙山浩一. 

シングルセル RNA-seq による膠原病関連間質性肺疾患の病態解析. ワークショップ; 

第 62回日本呼吸器学会学術講演会演題賞 (学術部会賞) 選考講演会. 第 62回日本呼

吸器学会学術講演会. 2022年 4月 22日; 京都. 

11 藤岡数記, 大久保直輝, 藤井 渉, 妹尾高宏, 和田 誠, 小田 良, 河野正孝, 高橋謙

治, 川人 豊. 高齢関節リウマチ患者に対する JAK阻害薬低用量投与の臨床成績. ワー

クショップ; JAK阻害薬 4: 高齢者. 第 66 回日本リウマ学会総会・学術集会. 2022 年

4月 25-27日; 横浜. 

12 中込大樹, 小林義照, 花井俊一朗, 木田 節, 大村知史, 安倍能之, 角谷昌俊, 滝澤直

歩, 野村篤史, 茎田祐司, 山野泰彦, 柳田拓也, 遠藤功二, 平田信太郎, 松井 聖, 武

内 徹, 一瀬邦弘, 加藤 将, 柳井 亮, 松尾祐介, 下島恭弘, 西岡 亮, 山崎 章, 森山

繭子, 髙谷亜由子, 宮脇義亜, 猪原登志子, 矢嶋宣幸, 川口 崇, 川人 豊. ワークシ

ョップ; ANCA関連血管炎のレジストリ・市販後調査. ANCA関連血管炎の東西日本にお

ける診療実態-J-CANVAS (Japan Collaborative registry of ANcaassociated 

VASculitis)-より. 第 66回日本リウマ学会総会・学術集会. 2022 年 4月 25-27日; 横

浜. 

13 中西優市郎, 木田 節, 大村知史, 中込大樹, 安倍能之, 角谷昌俊, 滝澤直歩, 野村篤

史, 茎田祐司, 山野泰彦, 柳田拓也, 遠藤功二, 平田信太郎, 松井 聖, 武内 徹, 一

瀬邦弘, 加藤 将, 柳井 亮, 松尾祐介, 下島恭弘, 西岡 亮, 山崎 章, 森山繭子, 髙

谷亜由子, 宮脇義亜, 猪原登志子, 矢嶋宣幸, 川口 崇, 川人 豊. ANCA関連血管炎患

者の尿所見改善パターンの実態調査: J-CANVAS レジストリを用いた潜在軌跡モデリン

グ. ワークショップ; ANCA関連血管炎のレジストリ・市販後調査. 第 66回日本リウマ

学会総会・学術集会. 2022年 4月 25-27日; 横浜. 

14 木田 節, 大村知史, 中込大樹, 安倍能之, 角谷昌俊, 滝澤直歩, 野村篤史, 茎田祐

司, 山野泰彦, 柳田拓也, 遠藤功二, 平田信太郎, 松井 聖, 武内 徹, 一瀬邦弘, 加

藤 将, 柳井 亮, 松尾祐介, 下島恭弘, 西岡 亮, 山崎 章, 森山繭子, 髙谷亜由子, 

宮脇義亜, 猪原登志子, 矢嶋宣幸, 川口 崇, 川人 豊. ANCA関連血管炎の多施設共同

レジストリ J-CANVAS の構築とこれを用いた経時比較・国際比較研究. ワークショッ

プ; ANCA関連血管炎のレジストリ・市販後調査. 第 66回日本リウマ学会総会・学術集

会. 2022年 4月 25-27日; 横浜. 

15 木田 節. SLE治療薬の効果検証指標は実際に患者さんの満足につながるか?. シンポジ

ウム; SLEのあたらしい治療戦略. 第 31回日本リウマチ学会近畿支部学術集会. 2022

年 9月 3-4日; 兵庫. 

16 笠原亜希子, 木田 節, 平野愛子, 大村知史, 祖父江秀晃, 阪下 暁, 佐川友哉, 和田 

誠, 河野正孝, 川人 豊. リウマチ性多発筋痛症における副腎不全のリスクの検討. ワ



ークショップ; リウマチ性疾患における治療関連合併症. 第 66 回日本リウマ学会総

会・学術集会. 2022 年 4月 25-27日; 横浜. 

17 藤枝俊輔, 神尾尚馨, 金下峻也, 礒田 有, 井上拓也, 佐川里紗, 和田 誠, 河野正孝, 

川人 豊. 多関節痛を認めた Mycobacterium marinum (M.marinum) 菌血症の一例. ワー

クショップ; リウマチ性疾患における感染症-2. 第 66回日本リウマ学会総会・学術集

会. 2022年 4月 25-27日; 横浜. 

18 中島華子. 大学院で研究にダイブしてみよう! シンポジウム; 糖尿病医療者・研究者

のダイバーシティを promoteする委員会シンポジウム 糖尿病研究のすすめ～初めの一

歩を踏み出し実現へ～. 第 65回日本糖尿病学会年次学術集会. 2022 年 5月 12-14 日; 

神戸. 

19 佐川友哉, 木田 節, 笠原亜希子, 阪下 暁, 平野愛子, 祖父江秀晃, 大村知史, 和田 

誠, 河野正孝, 川人 豊. PMR患者におけるステロイド漸減抵抗例の初診時データに関

する検討. ワークショップ; その他の (多彩な) 膠原病-1. 第 66 回日本リウマ学会総

会・学術集会. 2022 年 4月 25-27日; 横浜. 

20 佐川友哉, 高野裕久. 酸化チタン曝露がもたらす急性肺障害における肺胞マクロファ

ージの necroptosis の役割について. ワークショップ; 粒子物質生体影響 / 

Particulate Matter Biological Effects 粒子状物質、化学物質が醸し出す細胞レベ

ルの影響から全身影響への橋渡し Bridging from cellular-level effects produced 

by particulate matter and chemical substances to systemic effects. 第 45 回日

本分子生物学会年会. 2022年 11月 30-12 月 2日; 幕張.  

21 中西優市郎, 木田 節, 大村知史, 中込大樹, 安倍能之, 角谷昌俊, 滝澤直歩, 野村篤

史, 茎田祐司, 山野泰彦, 柳田拓也, 遠藤功二, 平田信太郎, 松井 聖, 武内 徹, 一

瀬邦弘, 加藤 将, 柳井 亮, 松尾祐介, 下島恭弘, 西岡 亮, 山崎 章, 森山繭子, 髙

谷亜由子, 宮脇義亜, 猪原登志子, 矢嶋宣幸, 川口 崇, 川人 豊. ANCA関連血管炎患

者の尿所見改善パターンの実態調査: J-CANVAS レジストリを用いた潜在軌跡モデリン

グ. ワークショップ; ANCA関連血管炎のレジストリ・市販後調査. 第 66回日本リウマ

学会総会・学術集会. 2022年 4月 25-27日; 横浜. 

22 Hirano A, Sakashita A, Fujii W, Omura S, Sofue H, Sagawa T, Kasahara A, 

Kadoya M, Wada M, Omoto A, Kohno M, Fukuda W, Kawahito Y. Disease-specific 

characteristics of immune cells in BALF and blood from connective tissue 

disease-associated interstitial lung disease patients analyzed by single-cell 

RNA sequencing. International Concurrent Workshop; Immune cell analyses in 

rheumatic diseases. 第 66回日本リウマ学会総会・学術集会. 2022 年 4月 25-27 日; 

横浜. 

23 大村知史, 角谷昌俊, 中込大樹, 安倍能之, 滝澤直歩, 野村篤史, 茎田祐司, 山野泰

彦, 柳田拓也, 遠藤功二, 平田信太郎, 松井 聖, 武内 徹, 一瀬邦弘, 加藤 将, 柳井 



亮, 松尾祐介, 下島恭弘, 西岡 亮, 山崎 章, 森山繭子, 髙谷亜由子, 宮脇義亜, 猪

原登志子, 木田 節, 矢嶋宣幸, 川口 崇, 川人 豊, 福田 亙. ANCA 関連血管炎 (AAV) 

において寛解導入期の低 IgG血症は重症感染症発生に関連する: J-CANVASレジストリ

データを用いた過去起点コホート研究. ワークショップ; ANCA関連血管炎のレジスト

リ・市販後調査. 66 回日本リウマ学会総会・学術集会. 2022年 4月 25-27日; 横浜. 

24 福田 亙, 角谷昌俊, 須永敦彦, 楠岡宏朗, 尾本篤志, 河野正孝, 川人 豊. RA治療の

進歩は，生活の質の改善において加齢の影響を凌駕している. ワークショップ; 関節

リウマチの治療評価と予測-1. 第 66回日本リウマ学会総会・学術集会. 2022年 4月

25-27日; 横浜. 

Ⅲ）国際学会における一般発表 

1 Ikeda K, Kaneko Y, Patel J, Yamazaki T, Fang S, Yuki T, Kawahito Y. 

Healthcare Resource Utilization and Economic Burden of Patients with Adequate 

and Inadequate Responses to Advanced Therapies for Rheumatoid Arthritis in 

Japan. The 85st annual meeting of the American College of Rheumatology (ACR). 

2022 Nov 10-14; Philadelphia, PA, USA.  

2 Harigai M, Fujii T, Sakai R, Igarashi A, Shoji A, Yamaguchi H, Iwasaki K, 

Makishima M, Yoshida A, Okada N, Yamashita K, Kawahito Y. Risk of 

Hospitalized Infections in Older Elderly Patients with Rheumatoid Arthritis 

Treated with Biological/Targeted Synthetic Disease-Modifying Antirheumatic 

Drugs-Evaluation of Data from a Japanese Claims Database. The 85st annual 

meeting of the American College of Rheumatology (ACR). 2022 Nov 10-14; 

Philadelphia, PA, USA. 

3 Kida T, Kronbichler A, Geetha D, Omura S, Ito-Ihara T, Kawahito Y. 

Differences in phenotype and treatment of GPA and MPA in Europe, Japan, and 

the US. The 20th International Vasculitis & ANCA Workshop. 2022 Apr 3; 

Dublin. 

4 Kida T, Matsuzaki K, Yokota I, Kawase N, Kadoya M, Inoue H, Kukida Y, 

Kaneshita S, Inoue T, Wada M, Kohno M, Kawahito Y, Iwami T. Latent trajectory 

modeling of pulmonary artery pressure in systemic sclerosis: A retrospective 

cohort study. The annual European Congress of Rheumatology. 2022 Jun 1-4; 

Copenhagen. 

5 Nishioka R, Mizushima I, Kida T, Omura S, Nakagomi D, Masatoshi K, Takizawa 

N, Nomura A, Yuji K, Kondo N, Yasuhiko Y, Yanagida T, Endo K, Hirata S, 

Kawahata K, Matsui K, Takeuchi T, Ichinose K, Kato M, Yanai R, Matsuo Y, 

Shimojima Y, Yamasaki A, Takata T, Ito T, Moriyama M, Takatani A, Miyawaki Y, 

Ito-Ihara T, Kawaguchi T, Yajima N, Kawahito Y, Kawano M on behalf of Japan 



Collaborative Registry of ANCA-Associated Vasculitis (J-CANVAS). 

Glucocorticoid tapering strategy for ANCA associated vasculitis: addressing 

the gap between recommendations and real-world practice. The annual European 

Congress of Rheumatology. 2022 Jun 1-4; Copenhagen. 

6 Shimojima Y, Kishida D, Ichikawa T, Kida T, Yajima N, Omura S, Nakagomi D, 

Abe Y, Kadoya M, Takizawa N, Nomura A, Kukida Y, Kondo N, Yamano Y, Yanagida 

T, Endo K, Hirata S, Matsui K, Takeuchi T, Ichinose K, Kato M, Yanai R, 

Matsuo Y, Yamasaki  A, Nishioka R, Takata T, Ito T, Moriyama M, Takatani A, 

Ito T, Miyawaki Y, Ito-Ihara T, Kawaguchi T, Kawahito Y, Sekijima Y. 

Hypertrophic pachymeningitis in antineutrophil cytoplasmic antibody-

associated vasculitis: a multi-institutional study in Japan. The annual 

European Congress of Rheumatology. 2022 Jun 1-4; Copenhagen. 

7 Kawamori K, Oguro N, Kida T, Omura S, Nakagomi D, Kadoya M, Takizawa N, 

Nomura A, Yuji K, Kondo N, Yasuhiko Y, Yanagida T, Endo K, Hirata S, Kawahata 

K, Matsui K, Takeuchi T, Ichinosee K, Kato M, Yanai R, Matsuo Y, Shimojima Y, 

Nishioka R,  Yamasaki A, Takata T, Ito T, Moriyama N, Takatani A, Miyawaki Y, 

Kawahito Y, Ito-Ihara T, Kawaguchi T, Yajima N. Association between 

cytomegalovirus reactivation and renal prognosis during remission induced 

therapy for ANCA associated vasculitis. The annual European Congress of 

Rheumatology. 2022 Jun 1-4; Copenhagen. 
  

E 研究助成（競争的研究助成金） 

総額 2,079.5万円 

 

公的助成 

代表・小計 1,920 万円 

 

1 川人 豊 日本学術振興会学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)№20Ｋ08778 

契約期間：令和 2年度～令和 4年度 

研究課題：ドーパミン受容体を介する肺線維化の病因機序の解明と新規治療薬の開発 

助成金額：110万円 

研究代表者：川人 豊 

研究分担者：中村 誠宏（京都薬科大学・薬学部・准教授）、細木 誠之（京都薬科大学・薬学部・准教授）、

河野 正孝（京都府立医科大学・医学（系）研究科（研究院）・講師） 

 

2 妹尾 高宏 日本学術振興会学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)№22K08568 



契約期間：令和 4年度～令和 6年度 

研究課題：スフィンゴシン-1-リン酸シグナリングを用いた ANCA関連血管炎の新たな治療開発 

助成金額：110万円 

研究代表者：妹尾 高宏 

 

3 中西 尚子 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究  

契約期間：令和 2年度～令和 4年度 

研究課題：骨格筋における miR-23b の糖代謝改善作用の解明 

助成金額：80万円 

研究代表者：中西 尚子  

 

4 牛込 恵美 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C） 

契約期間：令和 4年度～令和 6年度 

研究課題：塩分過剰摂取による飽和脂肪酸の吸収亢進を介した動脈硬化進展機構の解明  

助成金額：120万円 

研究代表者：牛込 恵美  

 

5 千丸 貴史 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C） 

契約期間：令和 4年度～令和 6年度 

研究課題：飽和脂肪酸による骨格筋代謝障害・シグナル伝達障害発症機序の解明  

助成金額：110万円 

研究代表者：千丸 貴史 

 

6 藤井 渉 日本学術振興会学術研究助成基金助成金 若手研究 21K16304 

契約期間：令和 3年度～令和 5年度 

研究課題：進行性線維化を伴う膠原病関連間質性肺疾患における肺胞マクロファージの役割の解明 

助成金額：120万円 

研究代表者：藤井 渉 

 

7 藤岡 数記 日本学術振興会学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)№21K08477 

契約期間：令和 3年度～令和 5年度 

研究課題：iPS細胞由来免疫寛容性樹状細胞を用いた自己免疫疾患に対する新規細胞療法の開発 

助成金額：110万円 

研究代表者：藤岡 数記 

 

8 間嶋 紗織 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究  



契約期間：令和 4年度～令和 6年度 

研究課題：エストロゲン欠乏状態における大豆イソフラボン摂取の NAFLDに対する保護的効果  

助成金額：140万円 

研究代表者：間嶋 紗織 

 

9 木田 節 日本学術振興会学術研究助成基金助成金 若手研究 22K16348 

契約期間：令和 4年度～令和 6年度 

研究課題：ANCA関連血管炎の疾患レジストリ構築による個別化医療の推進 

助成金額：100万円 

研究代表者：木田 節 

 

10 橋本 善隆 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究  

契約期間：令和 4年度～令和 5年度 

研究課題：単一細胞解析を用いたバセドウ病における自己反応性 T細胞の解明 

研究助成金：230 万円 

研究代表者：橋本 善隆 

 

11 井上 拓也 日本学術振興会学術研究助成基金助成金 若手研究 21K16305 

契約期間：令和 3年度～令和 4年度 

研究課題：患者由来 iPS細胞を用いた疾患特異的 pDC の、病態解析と治療への応用 

助成金額：200万円 

研究代表者：井上 拓也 

 

12 岡村 拓郎 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究  

契約期間：令和 3年度～令和 4年度 

研究課題：欧米化食による Dysbosis を発酵食品が改善するメカニズムの解明 

助成金額：150万円 

研究代表者：岡村 拓郎 

 

13 北川 暢子 日本学術振興会科学研究費補助金 研究活動スタート支援  

契約期間：令和 3年度～令和 4年度 

研究課題：自己反応 T細胞を標的とした緩徐進行 1型糖尿病の進展予防の解明 

助成金額：120万円 

研究代表者：北川 暢子 

 

14 北川 暢子 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究  



契約期間：令和 4年度～令和 5年度 

研究課題：自己反応 T細胞を標的とした劇症 1型糖尿病の進展予防法の解明 

助成金額：220万円 

研究代表者：北川 暢子 

 

 

分担・小計 159.5万円 

 

1 福井 道明 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)  

契約期間：令和 2年度〜令和 4年度 

研究課題：食べるスピードと食べ方が血糖変動およびホルモン動態に与える影響に関する研究 

助成金額：10万円 

研究代表者：京都女子大学 今井佐恵子 

研究分担者：福井 道明 

 

2 川人 豊 免疫アレルギー疾患実用化研究事業 AMED 

契約期間：令和 3年度～令和 5年度 

研究開発課題： 高齢発症関節リウマチ患者の健康寿命延伸を目指した治療戦略の確立 

分担研究開発課題名：高齢発症関節リウマチ患者の治療実態の把握、関節リウマチ患者のフレイルリス

ク指標の開発、患者レジストリの構築 

助成金額：125万円 

研究開発担当者：小嶋 雅代（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター） 

研究開発分担者：川人 豊  

 

3 川人 豊 厚生労働科学研究費 補助金（免疫アレルギー疾患政策研究事業） 

契約期間：令和 4年度～令和 5年度 

研究課題：関節リウマチ診療ガイドラインの改訂による医療水準の向上に関する研究 

助成金額：15万 5 千円 

研究代表者：針谷 正祥（東京女子医科大学） 

研究分担者：川人 豊 

 

4 河野 正孝 厚生労働科学研究費 補助金（免疫アレルギー疾患政策研究事業） 

契約期間：令和 4年度～令和 5年度 

研究課題：関節リウマチ診療ガイドラインの改訂による医療水準の向上に関する研究 

助成金額：9万円 



研究代表者：針谷 正祥（東京女子医科大学） 

研究分担者：河野 正孝 

 

財団等からの助成 

代表（総額 270万円） 

 

1 藤井 渉 公益社団法人武田科学振興財団 2020 年度医学系研究（臨床） 

契約期間：令和 2年度～令和 4年度 

研究課題：シングルセル解析による二次性血球貧食症候群の病態解明 

助成金額：170万円 

研究代表者：藤井 渉 

 

2 藤井 渉 浅野基金医学基礎研究助成 

契約期間：令和 4年度～令和 7年度 

研究課題：ENT M Dr.浅野登＆暉子基金医学基礎研究助成事業 

助成金額：50万円 

研究代表者：藤井 渉 

 

3 木田 節 一般社団法人清水免疫学・神経科学振興財団第 8回助成金 

契約期間：令和 2年度～令和 4年度 

研究課題：MDA5の発現様式に着目した、皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺疾患の発症機構解明 

助成金額：50万円 

研究代表者：木田 節 

 


